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1．はじめに   

代理制約法はRGlover（1）によって数理計画法の  

分野に導入された。これは複数ある制約を緩め、  

制約式を一つとした緩和問題を考えたものであ  

る。主問題が準凸計画であるときは複数個の制  

約式に乗ずる非負の係数叫を正しく決定すれば、  

代理問題が主問題を厳密に解き得ることが示さ  

れている。 しかし、緩和問題として考えた代理  

双対問題の最適解は多くの場合、代理双対ギャ  

ップ（surrogated11alitygap）の範囲に含まれる。  

すなわち、このギャップは主問題において実行  

不可能解となる領域のことである。この時は単  

に主問題の目的関数の限界値を与えるだけであ  

る。   

ここでは代理乗数の決定法として多面体の重  

心として代理間者を解き、その多面体を切断し  

て定義域を狭めていく。この操作を多面体が十  

分小さくなるまで繰り返す。多面体の切断方法  

として仲川（2）の方法と、Dy叫M．E．（みの方法を用  

い、制約式が複数存在するときこれらの方法が  

有用であるかを比較検討する。  

gO区）＝（gl区），gユ（Ⅹ），‥・，g椚（Ⅹ））r∈R椚  

bO＝（∂10，∂∴…，占椚0）r x∈R〝  

である。  

主問題〆の代理双対問題は次のように定義でき  

る。   

ぷD：min（呼りぶ（Ⅷ）トⅧ∈Vl）  

ただし、呼＝門は問題㌣の最適な目的関数値、  

岨＝（叫，〟2，・‥，〟両）r∈R扁  

〃一1   

Ul＝（Ⅶ∈R〝‾l‥∑祝ノ≦l，u＞0）  
ノ51  

である。  

さらに、∫（Ⅶ）は次式とする。   

ぶ（Ⅶ）：maX（′（Ⅹ）：甲（叫 Ⅹ）≦0，Ⅹ∈Ⅹ〉  

ただし、  

椚」  

甲（叫Ⅹ）＝∑鋸パgノ（Ⅹ卜g椚（Ⅹ）〉  
ノ＝1  

＋g椚（Ⅹ）  

である。  

2．問題   

ここでは次の数理計画問題を考える。  3．アルゴリズムの概要  

3．1Algo血払mI   

多面体Ulから出発し、第た番目の多面体Uた  

においてU上のすべての頂点は単位質量の質点系  

とみなす。この多面体U慮の質点系の重心uたを  

代理乗数として代理問題∫（uた）の解Ⅹ鳥を求め  

ク0… max‡′0（Ⅹ）‥ gO（⇒≦bO，女∈Ⅹ〉  

ただし、  
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る。このⅩ々を用いて切断面甲（u，Ⅹ）＞0が得ら  

れ、次の新しい多面体Uk＋1が作られる。本アル  

ゴリズムでは切断面甲（叫Ⅹ）＞0を書き換えて  

b7’u＞βの形で用いる。次に新しい多面体UワgW＝  

U n〈u∈R椚‾1：bru＞β〉とその質点系の重  

JL、V＊＝centⅣneW］を求める。  

3．2 AlgorithmⅡ   

多面体Ulから出発し、第た番目の多面体Uた  

において内接する球の中心を求め、これを代理  

乗数ukとする。ここで多面体の各平面からの  

Euclid距離をd（uた）とし、内接する球の半径の  

最大値をr★と置く。次の式  

r★＝maXγ  

d（uk）≧γ  

T 
eu＝1， u≧1  

を満たすuとをⅤ★とする。  

4．むすび   

ここでは代理双対問題を解くアルゴリズムを  

紹介しただけであるが、今後種々のタイプの問  

題において計算機実験を本格的に行い、その結  

果と考察を発表当日に報告する予定である。  
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図1．代理制約法のフローチャート  
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